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シドニ一五輪 2000男子サッカー競技

アジア地区最終予選の

日本代表 U-22チームにおける

インプレーとアウトオブプレーに関する研究

小林久幸

E 緒 E

日本男子サッカーのオワンピック出場は過去に 5衰あり， 1936年ベルリン大会， 56年メル

ボルン大会， 64年東京大会・準々決勝進出ベスト 8，68年メキシコ大会 .3位銅メダル， 96 

年アトランタ大会に次いで今昌 2000年シドニ一大会の 8麦日となった。

今匝の日本男子代表チーム (22歳以下， U-22) は， 1999 年 4 月 3~24 日ナイジェワアで

の世界ユース (U-20)選手権大会準優勝チームのメンバーを主体に， 2002年 W 杯韓・日大

会を目指したチームであり，この世代はアジアの中ではトップクラスと評価されている c

シドニ一五輪のアジア出場枠 3をかけた戦いは，先ずアジア地区第 1次予選全 9組 35か国

・地域のうちグループ 8組(日本，ネパール，マレーシア，香港，フィリピン o 1999年 6月

12~18 日，香港。 6 月 26 日 ~7 月 4 日，東京J で 8 戦全勝と余裕を持って戦った。次い

で， 1~9 組の各組 1 1:立が 3 グループに分かれたアジア地区最終予選 (1999 年 10 丹 1 日 ~11

月 13B，アジア各地〉では，日本はカザ、フスタン (KAZ)，タイ (THA) とともにグループ

Cに入り，ホーム&アウェイのつーグ戦の結果， 4戦して全勝の第 1位となり，グループ A

(クウェート，サウジアラビア，カタール)のクウェート，グループ B (韓国，中国，バーレ

ーン)の韓国などと共にシドニ一五輪の出場が決まった1)2)c

フェアープレーを推進トがする国襟サッカ一連盟 (FIFA)では，①競技者の安全を守り，

スキルフルなプレーを保証する，②得点の機会を増やす，③実費的インプレ一時間を長くす

る6)，などを意図してルール改正および覚え書き等を逐次世界各加盟の国および地域協会に通

達しているが，その申でも試合時間の消耗・浪費7)いわゆる時間かせぎ3)ト14)を防ぐべく指導

していること辻周知の通りである。悪震なファールの追放とロスタイムの発生を避けることは

当然のこととし，試合時間 90分の中でより密度の高いプレーを展開するために，実賓の試合

時間，インプレ一時間をよ与多く確保せねばならないことは言うまでもない。この試合時間の

浪費跨止の改善策として， FIFAでは 1995年 6丹の第 2回女子 W 杯世界選手権スウェーデ

ン大会で、マルチボール方式15)16)を試行し，その後の国際大会でも見受けられ， 1996年には実
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擦のプレーイングタイムの増加を促進するための指示17)，さらに 1997年の競技規期改正では

プレーの再開を遅らせることは警告となる違反18)19)として改善をはかり，さらに 1998年 W

杯フランス大会からしフェリングでは無用なトラブルを防ぐためにロスタイムの表示20)を導

入している。

このように試合時需のうちインプレ一時間がいかに確保されているのか，そのためのアウト

オププレーの出現とその処理などに関する先進の研究は，女子サッカーでは大学女子21)，国

際女子22~26)，男子サッカーでは全国高校2749)，天皇杯、30)，Jワーグ31〉，アジア大会26)，W 

杯アジア地区最終予選32)，W 杯33~36)，スペインリーグ37)およびイタリアセ 1)エ A38)などの

報告があるc 今自は従来の報告を踏まえ，日本代表チームと対戦チーム別さらに競技規則改正

の影響などこれら基礎的な資料を 1999年シドニ一五輪アジア地区最終予選 C組の E本関保

試合から得ょうとしたのでその一部を報告する。

11 方法

1)対象試合;1999 年 10 月 9 日 ~11 月 13 日開催のシドニ一五輪 2000 男子サッカー競技

のアジア地区最終予選 C組ホーム&アウェイのうち，日本代表 U-22チーム出場試合の 4例

(99 U 22) とした(表 1)。これらはいずれも NHK衛星第 1で放映されたものである。

2) データ収集;①試合を VTR録奮し，再生した画面にフレームカウンタ FC-60Sを向調

させ，時間に換算してインプレー及びアウトオブプレーの出現要因〈謹類)及び時間を計測し

た。なお，収録された VT豆のうち 1試合を 90分間として統一するために延長及びロスタイ

ムを除いた3針。

②インプレーおよびアウトオププレーの豆分は， Intemational FootるallAssociation Board 

〈国際サッカー評議会)制定の iLAWSOF THE GAME (サッカー競技規則)Jの 1999/2000

年販の第 9条インプレーおよびアウトオブプレー，第 8条プレーの開始および再開，第 5条

主審，第 6条副審，および第 7条試合時開などに従った。

③アウトオブプレーの出現要因の種類は，前述の各条項に加え，第四条得点の方法，第 11

条オフサイド，第四条反射と不正行為，第 13条フリーキック，第 14条ペナルテイキック，

第 15条スローイン，第 16条ゴールキック，および第 17条コーナーキックなどに従い，要国

I.スローイン (TH)，要因 II.フリーキック (FK入 要因 III.ゴールキック (0豆入要菌

IV. コーナーキック (CK)などとし，さらに要因 V.その抱 (OTH) として V-1.ゴール

イン (GI)， V-2. インジュワータイム (INJ)， V-3.警告 (C)，Vーも退場 (80)，V-5. 

選手交替 (8UB)， V-6. その佳 (Oth)の8種類を一括したc

④さらに，要因 II.FKではゴール前で得点をねらうシュート場面とその抱に区分し，要因

III. GKではピッチのゴールからゴールまでを 4等分し，岳障ゴールかち 114までの距離の

GKをショート GKとし，これを越えた GKをロング GKとした。

⑤アウトオブプレーの対象区分では，日本代表 U-22出場試合の 4例は吾本代表 U-22チ
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ーム (JPN) および、対戦チーム (OPPO) の2区分としたョ

3)分軒項EJ;インプレー及びアウトオブプレ一時間とその比率c アウトオブプレーの要因

部出現回数及び所要時間とそのよヒ率。アウトオブプレーの時間豆分別生起率などとしたc

111 結果

1 インプレーとアウトオブプレ一時間の比率

ロスタイムを除いた試合時間の前半 45分，議半 45分，全 90分のインプレーとアウトオブ

プレーの 1試合当り平均時間について表 1よりみると， 99U22ではインプレ一時間は 52分

50秒の 58.7%であり，アウトオブプレ一時間は 37分 10秒の 41.3%であった。これを前・

後半別にみると，インプレ一時間では 51秒と前半に対して後半の減少であった。

99U22のアウトオブプレ一時間のなかでは， B本 (JPN) は 16分 45秒の 18.6%であ

り，対戦チーム (OPPO) の 20分 25秒の 22.7%に対して 3分 40秒の 4.1%と小であっ

た。

99U22のインプレーの 1国当りの持続時聞は 24.9秒 (SD: 24.1， n: 509) であった。一

方，アウトオププレーの 1回当りの所要時間は 16.3秒 (SD: 10.8， n: 548) であり， JPN 

の 15ι 秒 (SD: 10.4， n: 261) は OPPOの 17.1秒 (SD: 11.2， n: 287) に対して1.7秒

の小であったが有意差はみられなかったc

2 アウトオブプレーの要菌別昆数および時間の生起率

1試合当りのアウトオププレーの要国別出現毘数について表 2および、図 1よりみると，最も

多いのは THの 56.0@] . 40.9%であり，次いで FKの 35.3冨・ 25.7%，さらに G豆の 22.8

回・ 16.6%，OTHの 14.5回.10.6%の顕であり，最も少ないのは CKの8.5田.6.2%であ

Table 1 Percentage and Time of ln-Play and Out-of-Play per Match 

In-P1ay Out-of-P1ay TL慣imもe 

Time 
τCCfoiaat回eimch o国 Ti齢 Time 

of回 ch mls: 
賓I1n:sec % sec n mln:sec % sec a sec 

99じ22 1 s七 26:51 59.6 24.2 66.5 18:09 40.4 16.1 67.8 02:08 

G J P P P N O 9S:4298219.6158.4 7 
:20 20.8 16. 

333 4.3 
.5 

99U22 2nd 26:00 57.8 25.7 60.8 19:00 42.2 16.5 69.3 03:08 

G P J P P N O 7:8545217.61175.4 4 
11:04 24.6 

338 1.6 
.3 

99U22 現lole 52:50 58.7 24.9 127.3 37:10 41.3 16.3 137.0 05:16 

G J P P P N O 2106::425521S2..761175..4 1 6751..8 3 

not部}百lese随時l偲 werechosen fr慨 4g趨臨 inSyl也ey01ympic G綿密 2000Football蜘 1

/Asi酷QualifyingFinal Round 1999 at Japan Natlonal U-22 vs Oppon回 t(臥Z量闘.
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った。これら要因別問にはいずれも明らかに有意差 (Pく0.01) がみられた。

要因 V.OTHのなかの V-1~V-6 の区分では SUB， GI， INJ および C などは 2.5~4.3 自

の 1.8~3.1%であワ， 80 および Oth など辻 0.3~0.5 匝の 0.2~0.4%であった。これら要

因 V.OTH のなかの 8 区分の各要国は出現回数が少なく，要因 I~IV に対していずれも明ら

かに有意 (pく0.01) に小であったG

JPNとOPPOとの比較では， JPNは THの 31.8回.23.2%および CK6.0回 '4.4切な

どが OPPOに対して多くいずれも有意 (pく0.05) に大であった。一方， OPPOは GKの

15.3圏・ 11.1% (P<O.OOl)および OTHのなかの GIの 3.3田.2.4% (P<O.Ol)さらに INJ

の 2.5回・1.8% (Pく0.05) などが JPNに対して 2倍強とそれぞれ有意に大であり特設的で

あった。

1試合当りの要国別所要時開で辻，最も長いのは F互の 9分 49秒の 26.4%であり，次い

で THの 8分 56秒の 24.0%，さらに OTHの 7分 48秒の 21.0%，GKの 7分 15秒の 19.5

%のJII~であり，最も短いのは CK の 3 分 21 秒の 9.0% であった。

要菌加の 1回当ちの所要時間について表 2および図 2よりみると，最も長いのは OTHの

32.3秒であり，次いで CKの 23.7秒，さらに GKの 19.1秒， FKの 16.7秒の)11震であ与，最

も短いのは TH の 9.6 秒であった。要因 V.OTH のなかの V-1~V-6 の豆分では， 80 の

54.0秒が最も長く，次いで INJの 51.5秒であった。さらに GIの 35.1秒， Othの 31.0秒お

よび Cの 20.4秒などであり，最も短いのは 8UBの 19.6秒でありいずれも約 20秒以上であ

った。これら 1酉当りの所要時間の要因別間の在意差では， 1位 OTHから 5位 THのいず

れの間にも存意差 (pく0.05)がみられた。

JPNとOPPOとの比較では， JPNは F互の 18.4秒 (Pく0.05) および GKの 21.7秒 (P

<0.01) などが OPPO に対してそれぞれ 3~4 秒と長く有意に大であり特徴的であった。こ

の F哀を少しく詳細にみると，ゴール前での得点をねらうシュート場酉では JPN26.6秒

くOPP028.2秒であり，その他では JPN14.5秒>OPPO13.1秒といずれも有意差はみられ

Table 2 Occurred Number and Time at each Factor of Out-of-Play per現atch

1 n 霊 N V V 0国

Factor 百1 FK GK CK 白百 VG-l I VI-N2J VC-3V部-4VS-U53V0泊-6 
Total 

98U22 n 

岨8254692.鴎.0g862配2315566岨437721711269g2.1.865513286933.2•• -207517Z3114012 2拙..6853 1311307曲1706:1..00 0 0 3 233255: •• 189721252731:4.4375502212025..83451BM001:22547011433922 •• 目3147603088L..0..32 8 3O 1 

% 
Time R司 uir剖 min:s偲% 

Time併設 Action sec 

J P N n % 

224312.田821I511838l:l凹...439427571.4...533752446622••• -884972143272剖...87871646415755 1.3 6 5 0802465050015:4...888510岡.44850800地...80080213.0s9 7 5 0o .81 T却絶罰equired min: s記% 18028019  1 :020.0 0 

Time μ~ Action sec I23.81224  1 301..3718700..6 0 

O P P O n % 

2141147010..037611411193252.印.9038141112517・3....31293022211:•• 田.4885 島1310763倒....8838275851421122.4g 8 5 1 133255..5.48237250215・0..85674022111:4..839350H001.2••• A 4725819212:4...36885030001:@..2 8 3 0 3 Time Requiredmin:sec % 

Time 詳~ Action sec 
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なお，他の要因では JPNとOPPOは誌ぼ類同していた。

Fig.2 

なかった。

アウトオブプレーの時間区分別生起率3 

アウトオブプレーの 1回当りの所要時間の時間区分別出現呂数の比率を図 3よりみると， 99

さらに 20~次いで 10秒未溝の 29.2%，U22 で辻最も多いの辻 10~20 秒の 42.3% であり，

これら 4区分の30秒の 18.6%の)11重であった。最も少ないのは 30秒以上の 9.9%であった。

揮ではいずれの区分にも顕著に有意差 (Pく0.001)がみられたc

最も多い 10~20 秒では OPPO の 25.7九各時間区分毎に JPNとOPPOとを比較すると，

に大であった。次いで、 10秒は JPNの 16.6%に対して約 9%と多く顕著に有意 (P<O.OOl)

逆iこOPPOの 12.4%は JPNの 16.8%に対して約 4%と少なく有意 (Pく0.05)未溝では，

なお，他の 2区分に;土有意差はみられなかったcにづ、であった。

要因別では FKの出現回数 18.3回・ 51.8%お最も多い 10~20 秒を少しく詳縮にみると，

この FKは OPPO12.0毘・ 34.0%>よび GKの出現由数 9.5回.41.8%などが多かったc

さらに GKでも OPPO8.3 @] . 36.3% >JPN 1.3酉

T百

であり，

. 5.5% (pく0.001) とOPPOが共に有意に大で特撮的であったむ次いで 10秒未講では，
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sec 

の出現回数 30.8冨・ 54.9%が多く， JPN 18.8 @l . 33.5% > OPPO 12.0回.21.4% (p 

く0.01) とJPNが有意に大であった。

IV考察

ロスタイムを除いたインプレーとアウトオププレ一時間の比率では， 1986年メキシコ (86

WC)， 1990年イタリア (90WC)などの W 杯準決・三決・決勝34)，および 1994年 USA(94 

WC)， 1998年フランス (98WC) などの W 杯決勝トーナメント全試合35) の 57~61九対 39

~43%，さらに日本代表チーム出場試合の 1997 年 W 杯アジア最終予選32) (97 WA)および

1998年 W 杯フランスの予選リーグ E組36) (98 WCJ) などの 60%対 40%，各国 1)ーグで

ある 1995年および、 1996年 Jリーグ31) (Jリーグ)の 59%対 41%. 1996/97年および 1997

/98年スペインワーグ37) (ESP) さらに 1998/99年イタリアセリエ A38)(ITA) などの 57%

対 43%の報告がある G これらからも今自のシドニ一五輪アジア地区最終予選 (99U 22)の59

%対 41%は，先述の各大会などとほぼ類同していると言えよう。

インプレーの 1回当りの持続時間では，今回の 99U22の24.9秒は 90WCの 32.3秒， 94 

WC の 33.4秒および、 98WC の 29.6 秒などに対して約 5~9 秒と短く顕著に有意 (Pく 0.001)

に小であった。さらに 97WAの26.4秒および98WCJの26.8秒などに対しても約 2秒と短

いものの有意差はみられなかった。一方，アウトオブプレーの 1呂当りの所要時間では， 99 

U22の 16.3秒は 86WCの 18.5秒 (p<0.01)， 90 WCの 18.8秒 (pく0.01)および94WC

の 17.8 秒 (pく 0.05) などに対して約 2~3 秒と短く存意に小であったO さらに 98WC の

17.3秒， 97WAの 16.6秒および98WCJの 16.7秒などとほぼ同じであった。なお， 99U22 

の JPN15.4秒は 97WAの JPN16.9秒および98WCJの JPN16.7 秒などに対して約 1~2

秒と短いものの有意差はみられなかった。

図4より，インプレーの 1回当りの持続待問を少しく詳細に時間区分知生起率でみると， 30 

秒未溝が最も多く， 99U22は70.4%と2/3強であった。これは 97WAおよび98WCJなど

の67.8%とほぼ類同し， 98WCの63.9%よりも多く明らかに有意 (Pく0.01) に大であっ
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た。逆に，最も少ない 60秒以上では 99U22は8.8%であり， 97WAの9.6%と類同し，こ

れら i土98WCの 12.8%に対して少なく明らかに有意 (Pく0.01) に小であった。なお， 30~ 

60秒で辻 99U22の 20.8%は{患の 97WA，98WCJおよび98WCなどの 21~23% とほ迂

同じであったc

以上のことから，今回の 99U22で辻インプレ一時間は 97WA，98WCJおよび、98WCな

どと同じであり，インプレーの 1回当りの持続時間で辻 98WC~こ対しては短いものと考えら

れよう。このことは， 99じ22の試合中の中断司数つまりアウトオブプレーの 1試合当りの出

現毘数の 137回が98WCの 121回よりも多く明らかに有意 (P<O.Ol) に大であることによ

るものと推察されよう c

アウトオブプレーの要国民出現回数では，比率の多いiII真に今回の 99U22は 1位 THの 41

%， 2位 FKの 26%，3 f立GKの 17%であった。この穎位はアジアの 97WAおよび日本の

J リーグなどの 1 位 TH の 34~39% ， 2 位 FK の 29~31%， 3 f立 GK の 14~19% などと同

じ様相であり，世界の 86~94WC， 98 WCJ， ESP および、 ITA などの 1 位 FK の 35~45% ，

2 位 TH の 23~33% ， 3 位 G互の 13~18% の様相とは異なり特徴的と言えよう c

1位の T豆では， 99 U 22の41% (1試合当与 56自)は J1)ーグの 39% (52 @])とほ段

同じであったc しかし，これは 86~94WC， 98 WCJ， ESP および ITA などの 23~339ら (28

~39 回， Pく O.∞U さらに 97WA および 98WC などの 34% (41 ~44 匝， P<O.Ol) など

に討して多く有意に大であり特設的であろう。 2位の FKでは， 99 U 22の 26% (35回〉は

98WCJ， ESP および ITA などの 35~39% (44~52 @]， Pく0.001)，さらに 94~98WCの

31 ~33% (36~38 囲， P<O.Ol) などに対して少なく有意に小であった。なお， 3 {立の GK，

41立の OTH，51立の CKなどは他の大会と迂ぼ同じ傾向であったG

JPNとOPPOの比較では，今回の JPNの TH23% (32 @])は OPPOの 18% (24国)

に対して多く有意 (Pく0.05)に大であり，しかも 97WAの JPN16% (21国)および OPPO

の 18% (23毘)，さらに 98WCJの JPN16% (21司)および OPPOの 13% (16回)など
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に対しても多くいず乱も明らかに有意 (pく0.01) に大で特撮的と言えよう。

GKでは OPPOの 11% (15回〉は JPNの6% (8匝)に対して約 2倍と多く頴著に有意

(P<O.OOl) に大であった。この傾向は 97W A  (OPPO 11切 >JPN8%，Pく0.01)および98

WCJ (OPPO 12% >JPN 7%， Pく0.05) などにもみられ， 3大会共に対戦チームは日本より

もGKの回数が多く注目されよう。

1試合当りの要国別所要時間では，所要時間の長い}II貢に今回の 99U22は 1位 FKの 9分 49

秒， 2位 THの 8分 56秒， 31:立 OTHの 7分 48秒， 4位 GKの 7分 15秒， 51:立 CKの 3分

21秒であった。この)11貢位は Jリーグおよび97WAなどの 1位 FK，2f立TH，3f立GK， 4位

。TH，5位 CKの様相とほ忠司じであ札世界の 94WC， 98 WC， 98 WCJ， ESPおよび ITA

などの 11:立 FK，2f:立 OTHまたは GK，31立GK，T豆， OTH，41:立 TH，OTH，GK，51:立 C互の

様梧とは異なると考えられよう。

要因別 1回当りの所要時間のJII夏位では，今回の 99U22のj頓位は所要時間の長い }II貢に 1位

。THの 32.3秒， 2位 C豆の 23.7秒， 31:立 GKの 19.1秒， 41:立 FKの 16.7秒， 5位 THの

9.6秒であったc このJII貫生は 97WAの 1f立OTH，2f立CK，3位 FK，4位 GK，5位 THの}II夏位

とは異なっていたが，他の大会などと同じ様相を示していた。なお， 1自当りの所要時間の)fl夏

位は，先述の要国別出現回数の比率の }II翼位と辻おおよそ逆の領向を示し，これは従来の報

告26)31)32)34-38)と一致していた。

要因別 1回当りの所要時間では， THの 99U22の9.6秒は 99ITAの 8.7秒に対して約 1

秒長く明らかに有意 (P<0.01) に大で，逆に他の大会の 9.7~10.2 秒に対してやや短かった

が有意差はみられなかった。

FKでは，今国の 99U22の 16.7秒は ESPの 19.3秒に対して約 3秒短く有意 (Pく0.05)

に小であったが，他の大会の 16.5~18.6 秒とは有意差は見られず迂ぼ同じである言えよう c

FKの JPNと OPPOとの比較では， 98WCJ時には JPN15.0秒<OPPO17.9秒であった

が，これと泣異なり今回の JPN18.4秒>OPPO15.3秒 (pく0.05) は97WA時の JPN19.8 

秒>OPPO15.9秒 (pく0.01) と同じ様梧であり， JPN は OPPOに対して多く右意に大であ

っ7こ一亡

GKでは， 99U22の 19.1秒は 94WCおよび ESPなどの 20.8秒に対して約 2秒短く有

意 (Pく0.05) に小であった。なお，今回の JPN21.7秒は OPPO17.9秒，さらに 97WAの

OPPO 16.4秒，並びに 98WCJの OPPO18.2 秒などの対戦チームに対して約 4~5 秒と長く

明らかに有意 (pく0.01) に大で持徴的と言えよう。

アウトオブプレーの 1国当りの所要時間の時間区分別生起率では，今自の 99U22は 1位

10~20 秒の 42.3% ， 21:立 10秒未満の 29.2%の区分であり，この順位は Jリーグ， 97WA， 94 

WC，98WCおよび ITAなどの様梧と同じであった。しかし， 98WCJの 1位 10秒未満の 32

%， 2 1:立 10~20 秒の 31%，および ESP の 1 位 10~20 秒の 37% ， 2 位 20~30 秒の 24% な

どの様相とは異なっていた。要菌加では， 99U22 の最も多い 10~20 秒に FK は52%，さら

に G瓦は 42%と約 1危の出現がみられた。しかも F豆では OPPOの 1試合当りの出現回数
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13田 -34%は JPNの 21音，同じく GKも OPPOの 1試合当りの出現匝数 8@] .36誌は

JPN の 61音であった。この 10~20 秒の区分にこれら OPPO の FK および GK のいずれも

が JPNに対して多い碩向は， 97WAおよび 98WCJでも同様に示されて注目されよう。

V 要約およびまとめ

シドニ一五輪 2000男子サッカー競技のアジア地区最終予選 1999年開催の日本代表 U-22

チーム出場 4試合 (99U 22) を収録した VT豆から，サッカ一試合中のインプレーとアウト

オブプレ一時間の比率および、アウトオププレーの要因別出現昌数・所要時間とその比率などを

検討した。結果は以下の通りである c

① ロスタイムを除いた試合時間 90分におけるインプレーとアウトオブプしーの 1試合当

り平均時間(比率)では 99U 22'土52分 50秒 (58.7%)対 37分 10秒 (41.3%)で

ある。

② インプレーの 1試合当りの出現回数および 1目当りの持続時間では， 99U 22は約 127

自， 24.9害少である。

③ アウトオブプレーの 1試合当りの出現回数および 1国当りの所要時間では， 99U22は

約 137匝， 16.3秒であり，自本は約 65囲 (47%入 15.4秒である c

④ アウトオブプレーの 1試合当与の要因別出現回数の比率では， 99 U 22は詑率の高いも

のから }I慣に TH41% (56国)， FK26% (35回)， GK 17% (23回)， OTH 11 % (15 

@])， CK6% (9回)である。

⑤ アウトオププレーの 1試合当りの要国民所要時間では， 99 U 22の最も長いのは FKの

9分 49秒，次いで THの 8分 56秒， OTHの 7分 48秒さらに GKの 7分 15秒であ

り，最も短いの辻 C玄 の 3分 21秒であるつ

⑥ アウトオブプレーの要因別 1回当りの所要時間では， 99 U 22は所要時間の長いものか

らJlI~ に OT豆 32.3 秒 CK23.7 秒 GK 19.1秒 FK16.7秒さらに TH9.6秒であっ

た。なお，この順位と出現回数の比率の頼位とはほぼ逆の隷椙である。

⑦ アウトオププレーの時間区分別の生起率では， 99U22 の最も多いのは 10~20 秒の 42

%であり，次いで 10秒未満の 29%である。

⑧ 日本と対戦チームとのアウトオブプレーの比較で辻，日本の T廷の 1試合当りの出現

回数 31.8回-23.2%は対戦チームの 24.3回-17.7%よりも多い (Pく0.05)。日本の GK

の 1試合当りの出現回数 7.5田.5.5%は対戦チームの 15.3@] . 11.1%よりも顕著に少

なく (Pく0.001)，1国当りの所要時間では日本の GK21.7秒は対戦チームの 17.9秒よ

りも明らかに長い (P<O.Ol)。

本研究の一部は平成 12年帝塚山学菌詩別研究費補助金により行われた。
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